
６ 本時の目標と展開（授業① ２年３組） 

（１）本時の授業構想図 

本時のねらい 
３位数－２位数（百の位からの繰り下がりあり）の筆算の仕方を考えようとし

ている。 

 

 

振り返り 
「前の繰り下がりの筆算と同じようにできた。」 

「繰り下がりのある筆算をもっとやってみたい。」 

 

 

本時のバージョンアップさ

れた考え 

百の位からの繰り下がりの仕方は，十の位からの繰り下がりの仕方と同じ。 

 

 

本時の「しなやかに考える子

ども」の姿 

「３けた－２けたで，十の位でひけないときは，百の位から繰り下げればできる。」 

「一の位はできるけど十の位はひけない。でも，百の位からかりられそう。」 

「位をたてにそろえて書こう。」「一の位から順番に計算すればいい。」 

しなやかさに欠ける子ども

への支援 

 数カードを使って，百の位の１００のカードを，１０のカード１０枚にかえる。

十の位の１２枚になった１０のカードから５枚ひく操作を行えばよいことを確認

する。 

 

 

ギャップを乗り越えさせる

ための算数的活動 

数カードの操作をしながら，筆算の仕方を確かめさせる。 

筆算の手順をマニュアル化し，それを手掛かりに声を出して計算を進めさせる。 

 

 

ギャップ 

（違いやつまずき） 
十の位でひけないときは，どのように筆算すればよいのだろう。 

 

 

既習 

２位数－１位数，２位数＝２位数（十の位からの繰り下がりあり）の筆算 

十の位から１０をかりて一の位のひき算をする。 

１００は１０が１０。 

 

 

問題 メダルをぜんぶで１２９こ作りました。５３こくばると，のこりは何こですか。 

 

 

評価規準 ３位数－２位数の減法の計算を 1 位数の計算を基にして考えようとしている。（関

心・意欲・態度） 

  評価の具体 十分満足と判断される状況 努力を要する状況の児童への手立て 

既習の減法との違いをとらえ，既習

の筆算の仕方を基に，３位数－２位数

＝２位数（百の位からの繰り下がりあ

り）の筆算の仕方を考えようとしてい

る。 

 数カードの操作や言葉による説明を繰

り返し，２位数－１，２位数の計算と同

じように十の位の計算ができないとき

は，百の位から 1 繰り下げることを理解

させる。 



（２）本時の目標 

           ３位数－２位数＝２位数（百の位からの繰り下がりあり）の筆算の仕方を考えようとしている。 

 

（３）本時の展開 

段

階 
学習活動と予想される児童の反応 

留意点（・）と評価（□） 

しなやかに考える子どもの姿（※） 

 

 

 

 

つ 

 

か 

 

む 

 

 

 

 

８ 

分 

 

 

１ 問題を把握する。 

 ○今日はメダルを配ります。残りは何個になるか

な。 

 ○テープ図に分かっていることを書いて，式を書

こう。 

 ・（テープ図全体）「１２９」と書き入れる。 

 ・（水色のテープ）「５３」と書き入れる。 

 ・１２９－５３と立式する。 

 

２ 課題を把握する。 

○答えはだいたいいくつになるかな。 

・１００より小さくなりそう。 

・１２０－５０にすると７０ぐらい。 

・１３０－５０にすると８０ぐらい。 

○今までのひき算とどこが違うかな。 

 ・ひかれる数が１００より大きい。 

 ・十の位のひき算ができない。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一の位で繰り上がり，繰り下がりがあることを確認

する。 

 

 

・答えを見積もることで，今までの学習との違いをお

さえ，課題をとらえさせる。 

 

 

・３位数－２位数の計算は初めてで，百の位から繰り

下がりがあることを確認する。 

・今までの学習との違いをおさえ，課題をとらえさせ

る。 

考 

え 

る 

６ 

分 

３ 自力解決をする。 

 ○今までに学習したひき算の筆算の仕方を思い

出して，筆算の仕方を考えよう。 

 （ひっさん）    （数カード） 

 

 

 

関既習の減法との違いをとらえ，既習の筆算の仕方を

基に，３位数－２位位数＝２位数（百の位からの繰

り下がりあり）の筆算の仕方を考えようとしてい

る。（観察・ノート） 

・筆算がうまくいかない時は数カードを用いて考える

よう助言する。 

つ 

く 

る 

 

12 

分 

 

４ 学び合う。 

 ○各自の考えた筆算の仕方を発表しよう。 

（数カードを使った説明） 

 ①はじめに一の位から計算します。 

  ９－３で６ 

 ②次に十の位を計算します。２から５はひけな

いので，百の位にある「１００」のカード１

枚を「１０」のカード１０枚に替えます。  

１２枚になった「１０」のカードから５枚ひ

いて７枚になります。 

  １２－５＝７ 

 ③答えは７６になります。 

 

※（仮説2に関わって） 

これまでの筆算の仕方を活用し「はじめに」「次

に」という言葉を使って説明したり，説明を聞いた

りして，これまでの筆算と同じように計算できるこ

とを確認する。 

「はじめに一の位を計算します。」 

「次に十の位を計算します。」 

 「１００のカード１枚を１０のカード１０枚にかえ

ます。」 

 

 

 

 

３けた－２けたで、十の位からひけないときのひっ算のし

かたを考えよう。 

 

⑩ 

１２９ 

－ ５３ 

７６ 

100→⑩⑩⑩  ①① 

   ⑩⑩⑩  ①① 

   ⑩⑩   ①① 

   ⑩⑩   ①① 

   ⑩⑩   ① 



（筆算を既習の手順で） 

 ①はじめに一の位から計算します。９－３は

６。 

 ②次に十の位を計算します。２から５はひけな

いので百の位から１繰り下げます。１２－５

は７。 

 ③答えは７６になります。 

 

○１繰り下げたのは数カードのどの部分かな。 

・１００のカード１枚を１０のカード１０枚に 

かえたところです。 

 

 

○ひき算の答えをたし算で確かめよう。 

 ７６＋５３＝１２９ 

 

「はじめに」「次に」「□から□はひけないので□の

位から１繰り下げます。」などの表現を使って説明

ができるよう支援する。 

 

 

・ペアで筆算の仕方を説明し合い，習熟を図る。 

※（仮説１に関わって） 

筆算で１繰り下がることが，数カードの操作のどの

場面に当たるか確かめることで，繰り下がりの意味

を理解する。 

 「１００のカード１枚を１０のカード１０枚にかえ

たところです。」 

・減法の検算は加法でできることをおさえる。 

ま

と

め

る 

 

７ 

分 

５ 学習のまとめをする。 

 ○他の問題でも確かめよう。 

  １４５－７１を計算する。 

・百の位から繰り下がりのある筆算の仕方をまと

めよう。 

 

 

・十の位でひけない時は百の位から１繰り下げればよ

いことを確かめる。 

・数カードの操作と関連させながら筆算の仕方をまと

めるようにする。 

 

 

つ

な

げ

る 

12

分 

６ 適用問題を解く。 

  

７ 学習の振り返りをする。 

 ○振り返りを書きましょう。 

  百の位からの繰り下がりがある筆算の仕方を

勉強して分かったことやがんばったことを書い

てみよう。 

 ・前の繰り下がりの筆算と同じようにできた。 

 ・繰り下がりがもっとある筆算をやってみたい。 

 

８ 次時の学習内容を知る。 

関既習の減法との違いをとらえ，既習の筆算の仕方を

基に，３位数－２位位数＝２位数（百の位からの繰

り下がりあり）の筆算の仕方を考えようとしてい

る。（観察・ノート） 

 

 

 

 

 

・次時も繰り下がりのあるひき算の筆算の仕方を考え

ていくことを知らせる。 

  

 （４）本時の板書 

9/26                                                 

                             

           

しき １２９－５３  よそう                         

  １２９    １３０－５０＝８０                   ２から５はひけないので 

－ ５３    １２０－５０＝７０                  百の位から１くり下げる。 

十の位でひけないときは、百の位から１くり下げて計算する。 

 

３けた－２けたで、十の位

からひけないときのひっ算の

しかたを考えよう。 

 十の位でひけないときは、百

の位から１くり下げて計算す

る。 

(百の位)  (十の位)  (一の位) 

100→⑩⑩⑩  ①① 

   ⑩⑩⑩  ①① 

  ⑩⑩   ①① 

  ⑩⑩   ①① 

  ⑩⑩   ① 

   ７   ６ 

 ⑩ 

１２９ 

― ５３ 

７６ 

△１① 

 ⑩ 

１４５ 

― ７１ 

７４ 


